
                                  求職者支援訓練 実践コース 介護福祉分野 

訓練番号  4-24-01-02-05-0621 

 

 

 

 

 

平成 27 年度から受講必須となる「医療的ｹｱ」をすでに盛り込んだ平成 24 年度から始まった，新しい資格！！ 
【介護福祉士実務者研修】を受講していれば，3 年後には介護福祉士の受験が可能となります！！ 

【訓練修了後に取れる資格】 

① 「介護福祉士実務者研修」（全課程修了者取得） 

② 「介護保険事務士上級受験資格」（任意受験） 

③ 「普通救命救急講習」（講習受講者）                   

【講座の中で行われる行事】 

＊ 施設見学（全員必須）＊試食会（希望者のみ有料） 

＊ 福祉用具見学（全員必須） 

                        ＊ 求人情報の配信・希望施設への見学の仲介など随時就職支援実施！！ 

“ 就職支援”としての就職相談は個別に実施しています！ 

そのうえ，訓練終了後のｻﾎ゚ ﾄーも実施しています！ 

 

◆募 集 期 間 平成 24 年 8 月 17 日から平成 24 年 9 月 6 日 
◆訓 練 期 間 平成 24 年 10 月 2 日から平成 25 年 4 月 1 日 

（6 ヶ月コース） 

◆訓 練 実 施 場 所 専門学校 日本福祉学院 

及び選 考 会 場 住所：札幌市豊平区月寒西１条４丁目３番１号 

つしま記念学園研修ｾﾝﾀｰ 2F 
電話：011-827-7217 FAX：011-827-7062 

◆選 考 日 平成 24 年 9 月 12 日 

◆定 員 ３０名 
（応募者が定員の半数に満たない場合は訓練の実施を中止することがあります） 

◆選 考 時 間 お申し込み順に随時設定します 

◆選 考 方 法 面接および筆記試験を行います 
◆持 ち 物   筆記用具 

◆駐 車 場 なし・公共交通機関でお越しください 

◆補 講 に つ い て  補講料金は無料にて実施します 

 

所管のﾊﾛｰﾜｰｸに求職の申し込みを 

行い、職業相談の上、ﾊﾛｰﾜｰｸで確認 

を受けた「受講申込書」を 

提出してください。 
 

 

 

電話番号 ： 011－827-7217 
 

☎ “求職者支援訓練”とお申し付けください 

〒062-002１ 札幌市豊平区月寒西 1 条 4 丁目３-１ つしま研修ｾﾝﾀｰ 

実施機関 学校法人 つしま記念学園 専門学校 日本福祉学院 
附帯教育事業部 求職者支援訓練 担当 清野・小林 

訓

 

練 生 募 
 

集 

訓練応募方法 

お問い合わせ先 



 

✔ ）

～

平成 24 年 9 月 12 日

✔ ✔ ）

平成 24 年 9 月 18 日

～ （ 6 か月） （訓練日数 日）

9 時 0 分 15 時 50 分 訓練定員 30 名

名称（ ） ✔ 任意受験

名称（ ） 任意受験

名称（ ） 任意受験
 

練
 

内
 

訓練時間

6時間

6時間

30時間

12時間

21時間

21時間

63時間

21時間

27時間

45時間

12時間

21時間

12時間

21時間

12時間

21時間

3時間

30時間

66時間

63時間

21時間

21時間

30時間

6時間

42時間

3時間

6時間

12時間

✔ 職場見学 5時間

✔

123.0時間 職場体験等

円

) 円

✔

こころとからだのしくみⅡ
１）人間の心理　２）人体の構造と機能　３）移動・移乗における観察のポイ ント　４）食事における観察のポイ ント　５）入浴・清潔保持における観察のポイ ント　６）排泄に

おける観察のポイ ント　７）着脱・整容・口腔清潔における観察のポイ ント　８）睡眠における観察のポイ ント　９）終末期における観察のポイ ント

障害の理解Ⅱ １）医学的側面からみた障害の理解　２）障害児・者への支援の実際

訓練推奨者
(特定の者を想定する場合のみ)

ニート等の若者

介護の基本Ⅱ １）介護を必要とする人の生活の理解と支援　２）介護実践における連携　３）介護における安全の確保とリスクマネジメント　４）介護福祉士の安全

介護福祉士実務者研修

23.0時間

医療的ｹｱ（演習）

普通救命救急講習

１）こころの変化と日常生活への影響　２）からだの変化と日常生活への影響

その他（

科目

社会

659.0時間 学科訓練時間総合計

「介護保険事務士上級」受験資格

平成２７年度からの新制度に適応した実務者研修を修了し，３年間の実務経験を重ねて介護福祉士へとステップアップできる介護・福
祉・医療のトータル的な知識を習得し，即戦力となりうるような人材への成長を目指す

）

実技513.0時間

障害の理解Ⅰ １）障害者福祉の理念　２）障害による生活障害、心理・行動の特徴　３）障害児・者や家族へのかかわり・支援の基本

生活支援技術Ⅱ １）移動・移乗の介護　２）食事の介護　３）入浴・清潔保持の介護　４）排泄の介護　５）着脱・整容・口腔清潔の介護　６）睡眠の介護　７）終末期の介護

生活支援技術Ⅰ
１）生活支援とICF　２）住環境の整備と福祉用具の活用　３）介護技術の基本（移動・移乗）　４）食事の介護技術の基本　（５）入浴・清潔保持の介護技術の基本　（６）排泄

の介護技術の基本　（７）着脱・整容・口腔清潔の介護技術の基本　（８）家事支援の基本

こころとからだのしくみⅠ
１）移動・移乗に関連するからだのしくみ　２）食事に関連するからだのしくみ　３）入浴・清潔保持に関連するからだのしくみ　４）排泄に関連するからだのしくみ　５）着脱・整

容・口腔清潔に関連するからだのしくみ

１）生活と福祉　２）社会保障制度　３）障害者自立支援制度　４）介護実践に関連する諸制度

訓練修了後に取得
できる資格

普通救命講習修了

）認定機関（

１）自己理解　　２）職業意識　３）表現スキル　　４）人間関係スキル　　５）ビジネスマナー

人間の尊厳と自立

訓練目標
（仕上がり像）

被災者 外国人

介護課程Ⅰ

介護課程Ⅲ

１）施設における高齢者の介護過程　２）在宅における高齢者の介護過程　３）障害のある利用者の介護過程

）認定機関（ 財団法人　札幌防災協会

学校法人つしま記念学園

指
導
方
法

　受講者の負担する費用
教科書代

　施設設備や教材等を有効に活用
　した効果的な指導のための工夫

医療的ｹｱ（講義）

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技術

　受講者ごとの特質及び習得状況
　に応じた指導のための工夫

福祉用具・障害者疑似体験ｸﾞｯｽﾞ・吸引シミュレータ “Qちゃんなどの介護及び看護の教材を使用し，より現場に近い演習を目指
します！また，多種多様なDVDを活用し介護・福祉の知識の向上に努めます．そのうえ，職場見学・施設食事会等現場との距
離をより身近に感じられるよう工夫しています．

訓練生ひとりひとりに積極的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを働きかけ，講義内容・就職支援等の相談について細やかな対応を致します．訓練
終了後の就職相談や悩み相談にも引き続き対応していきます．

16,800

障害者　 母子家庭の母等

選考日（予定）

選考方法

選考結果通知日

訓練期間

訓練時間

新規学校卒業者

訓練対象者
の条件

訓練カリキュラム
訓練実施機関名： 学校法人　つしま記念学園

訓練の種別
想定する就職先の職務・仕事

（※基礎コースの場合は記載不要）
05介護福祉分野

基礎コース

実践コース（

特になし

114

　　面接 筆記試験 その他（

平成24年10月2日 平成25年4月1日

～

全ての受講者を一堂に集め、講師が直接指導する

その他（
食事会費　￥400

福祉用具見学交通費　￥480

合計
880

17680円

訓練形態（個別指導・補講を除く）

訓練科名 介護福祉実務・介護保険事務科
1.　居宅ｻｰﾋﾞｽの介護職員　及び　ﾍﾙﾊﾟｰ
2.　施設ｻｰﾋﾞｽの介護職員　及び　看護助手
3.　介護ﾀｸｼｰ運転手　及び　送迎の運転手
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など募集期間（予定）

その他

１）介護におけるコミュニケーショ ン技術　２）介護場面における利用者・家族とのコミュニケーショ ン　３）介護におけるチームのコミュニケーショ ン

１）介護過程の意義と目的　２）介護過程の発展　３）介護過程のチームアプローチ

平成24年8月17日 平成24年9月6日

１）人間の多面的な理解と尊厳　２）自立・自律の支援　３）人権と尊厳

介護保険事務 １)介護保険制度の概要・創設の知識　　　２)介護保険報酬請求の正しい知識

認知症の理解Ⅱ

１）介護保険制度創設の背景と目的　２）介護保険制度の基礎的理解　３）介護保険制度における専門職の役割

介護課程Ⅱ

社会の理解Ⅰ

社会の理解Ⅱ

発達と老化の理解Ⅰ

介護の基本Ⅰ

発達と老化の理解Ⅱ

認知症の理解Ⅰ

職業能力基礎講習

１）人間の成長・発達　２）老年期の発達課題　３）高齢者に多くみられる症状・疾病等

１）認知症ケアの理念　２）認知症による生活障害、心理・行動の特徴　３）認知症の人とのかかわり・支援の基本

１）人間と社会　２）保健医療制度とチーム医療　３）安全な療養生活　４）清潔保持と感染予防　５）健康状態の把握　６）高齢者および障害児・者の喀痰吸引概論　７）高齢

者および障害児・者の喀痰吸引実施手順解説　８）高齢者および障害児・者の経管栄養概論　９）高齢者および障害児・者の経管栄養実施手順解説

１）安全衛生

科目の内容

開講式・訓練の概要説明等（3H），閉講式・就職支援等（3H）

）認定機関（ 一般財団法人 つしま医療研究財団

学
 
 
 

科

実
 
 
 

技

就職支援 ｼﾞｮﾌﾞｶｰﾄﾞ作成　1H，ｷｬﾘｱｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ　3回

１）医学的側面からみた認知症の理解　２）認知症の人や家族への支援の実際

安全衛生

１）介護福祉士の制度　２）尊厳の保持、自立に向けた介護の考え方と展開　３）介護福祉士の倫理

介護保険事務（演習）

※実施する場合、カリキュラムは別途作成し、総時
間のみ記入してください。

職場見学会（①介護付有料老人ホーム「天」、特別養護老人ホーム幸栄の里、特別養護老人ホーム「幸栄の里」つきさっぷの丘、介護付有料老人ホームハッピーⅡ②社

会福祉協議会/福祉用具見学）担当者：つしま記念学園 岡田雅子/ 高井京子/石黒美穂子/福田千佳

1)「福祉」の理解を深めるための導入　２）介護業界をもっとよく知ろう!！　３）介護業界の実態と労働条件　４）認知症現場で働く方からの体験談　５）介護職員の心構えと

マナー担当者：ノテ福祉会：丸山/小林/田村素子/札幌認知症の人と家族の会：代蔵元江/(各3時間)

職場体験

1)PCを使用した介護保険報酬請求実務

１）介護職員等による喀痰吸引のケア実施の手引き　２）介護職員等による経管栄養ケア実施の手引き

1）胸骨圧迫（心臓マッサージ）や人工呼吸の方法　2）AED（自動対外式除細動器）の使用方法　　3）交通事故などで出血している方に対する止血法の実技指導

１）方麻痺のある高齢者の夢の実現に向けた支援　２）在宅で終末期を迎える高齢者と家族の生活支援　３）都会に住む一人暮らしの高齢者の生活支援　４）介護老人保

健施設で生活する利用者への支援

✔ ✔ 職業人講話

企業実習 実施しない 実施する

職場体験①特別養護老人ホーム幸栄の里（施設長田村素子）②特別養護老人ホーム「幸栄の里」つきさっぷの丘（施設長田村素子）③介護保険施設げんきのでる里（施

設長佐藤久）④介護老人福祉施設ふるさと（施設長小林孝弘）以上４ｶ所へ各配属

※40文字以内で記入してください。


